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記
録
的
な
長
梅
雨 

 

梅
雨
は
い
っ
た
い
い
つ
明
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
１
９
６
１
年
以
降
、
静

岡
県
の
梅
雨
明
け
で
一
番
遅
か
っ
た
の
が
、
１
９
９
８
年
と
２
０
０
３
年
の

７
月
３
１
日
で
、
最
長
が
１
９
９
８
年
の
５
９
日
で
す
。
今
年
は
６
月
９
日

に
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
の
で
今
日
（
７
月
３
１
日
）
で
５
３
日
に
な
り
ま
す
。

晴
れ
て
い
る
の
に
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
り
、
一
日
中
ど
ん
よ
り
曇
っ
て
い
た
り

と
す
っ
き
り
し
な
い
日
が
続
き
ま
す
。 

先
月
号
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
当
社
で
は
工
事
の
工
程
が
狂
っ
て
し
ま
い

困
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
日
定
置
網
を
さ
れ
て
い
る
お
客
様
と
お
話
し

を
し
た
と
こ
ろ
、
海
水
温
が
上
が
ら
ず
、
魚
が
獲
れ
な
い
と
ぼ
や
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
九
州
地
方
を
お
そ
っ
た
集
中
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
の
よ
う
な

雨
の
降
り
方
や
強
い
風
が
吹
く
の
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
？ 

温
暖
化
の
割
に
は
、
今
年
は
冷
夏
が
予
想
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ

に
し
て
も
何
事
も
過
ぎ
る
と
言
う
こ
と
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
梅
雨
も
ほ
ど

ほ
ど
、
夏
の
暑
さ
も
ほ
ど
ほ
ど
、
そ
し
て
経
済
の
低
迷
も
ほ
ど
ほ
ど
で
終
わ

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 
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見習いたい会社 

■ 躾 ■ 

先日、当社のお客様である、矢崎電線株式会社 沼津製作所様へ訪問

し、受付（カウンターの外から事務所の中が見える事務所でした。）で

お会いする相手の方への取り次ぎをお願いして待っていますと、我々の

来訪を告げられた訪問相手の方は、業務の手を止めて、すっと立ち上が

り、パソコンの液晶モニターのスイッチを切り、次に頭上の蛍光灯のス

イッチ（各蛍光灯にはすべて紐のスイッチが着いていました。）を切っ

て我々の所へ歩いていらっしゃいました。その一連の動きが実に流れる

ような動作で、日頃身についた動作であることが伺い知れました。 

その後、その話をしたところ、最初は面倒だなと感じていましたが、

それがすっかり習慣になり身についてしまった。５Ｓの中の躾（決めら

れたことを、いつも正しく守る習慣づけ）の一つであるとおっしゃって

いました。 

当社でも「凡事徹底」と言うことで色々と活動をしていますが、なか

なかこの様に「身が美しい」躾まで到達出来ないでいます。 

大企業で社員数も多い矢崎電線様で社員の方一人一人 

に徹底されているのが驚きでした。 

見習いたいものであります 

 ・ 株 式 会 社  チ キ リ 
静岡県駿東郡清水町卸団地73 

Tel 055-971-9610 Fax 055-973-1534 
E-mail gen@chikiri.com   URL http://www:chikiri.com/ 

■ 夏期休暇のお知らせ ■ 

夏期休暇：８月１３日（木）から８月１６日（日）まで 

４日間を夏期休暇とさせていただきます。 
今年は、各メーカー様は８月８日から１６日に掛けましてお休みとされる

会社が多いと思われます。お客様の生産に支障を来さぬように対応していく

つもりですが、万一の場合もございますので、直接生産に関わる製品につき

ましては、生産計画をご確認の上、弊社担当とお話していただきまして、メ

ーカー休暇中の製品供給の確認をしていただきたいと思います。 

ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

本レターのご提供に付きまして、ご不要・ご迷惑という方に付きま

しては、その旨ご一報頂きたいと思います。次回からの発送を中止

させて頂きます。 

なんだ・かんだ 

◆ 年功序列と成果主義 ◆ 

「寒天」という成熟商品を扱い、４８年という長期に渡り増収増益を続けて

いる「伊那食品工業」と言う長野県の会社があります。国内シェアは約８０％、

世界シェアでも１５％を占め、知る人ぞ知る寒天業界でのガリバー企業です。

 この会社の塚越会長は、「従業員の幸せ」を第一に考えており、終身雇用と

年功序列を頑なに守り続けています。（評価制度だけでなく、「社員の幸せ」

という経営方針があらゆる人・事に行き届いている素晴らしい会社です。） 

――成果は1人が生み出したものではない。その過程で同僚や取引先等様々な

人の力や会社の経営資源や信用も寄与している。従って、成果を1人の社員や

チームに帰することは公平ではない。組織が大きな力を発揮するのはメンバ

ーが一丸となって頑張る時で、成果主義はこの組織の力を削いでしまう。人

参を鼻先にぶら下げて社員を走らせるようなシステムは賛同できない。 

従業員の立場でものを考えた場合、最もお金が必要になるのは子供の教育

費や住宅ローンなどの出費がかさむ４０～５０代。一番お金が必要な時に給

料が増える。それが社員にとって一番幸せなのではないか 

社員のモチベーションは「働いて去年より良くなった。去年より幸せだっ

た。」と感じることによって高まる――。（年輪経営 光文社） 

 一方皆さんも良くご承知の「ユニクロ」の柳井社長は、 

――実力主義以外で人を評価する事は出来ない。例えば、努力した人もしな

かった人も、成果を上げた人もあげなかった人も、全員が同じ評価であれば

誰も働く気はしなくなるだろう。但し人事考課制度の運用に問題がない事と、

フィードバックの透明性がなければ成功しない。――（一勝九敗 新潮文庫）

 人事の評価というのは１００％全ての社員から賛同を得られるものではな

いし、ファッションのように流行というモノがあると思います。しかし年功

や成果等一つの基準に評価が偏ってもいけないと思います。伊藤忠商事の元

社長の丹羽宇一郎氏は、評価基準において年功と成果について、２つの評価

制度も、振り子のように時代によってどちらかに振れているようなもの。色

で言うと年功序列を「白」、成果主義を「赤」とすると、制度は中間のピンク

で、白に近いピンクか、赤に近いピンクなのかは、時代にも依るし、その企

業の特徴（色）でもある。と言うようなことを言っています。 

 当社では、夏と冬の賞与は年功性の強いそして少額の支給をしますが、利

益の出た年は、年度末に１年間を成果を中心に評価して利益の分配をします。

問題もあると思いますが、ここ何年かは３月にも賞与を支給しています。 

今年はどうでしょう？評価制度の是非を論じることが 

出来るくらいに利益が出ていれば良いのですが。 


